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外心 

 

下の図は，角Ａの大きさが６０度で角Ｃの大きさが４５度の三角形ＡＢＣと，頂点Ａを中心とする円を組

みあわせたものです。辺ＢＣを二等分する点Ｍを通って辺ＢＣと垂直に交わる直線と，円周の交わる点のう

ち，三角形ＡＢＣの内部にある点をＰとすると，ＢＰの長さは円の半径に等しくなります。図の斜線部分の

面積が２２.５㎝２のとき，円の面積は何㎝２ですか。円周率は３.１４とします。 
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外心 ９４.２㎝２ 

 

 図①のように点Ｐから頂点Ａ，Ｃに直線を引きます。ＰＡの 

長さは円の半径に等しいので，ＰＡ＝ＰＢです。また， 

三角形ＰＢＣは二等辺三角形なので，ＰＢ＝ＰＣです。よって， 

○印をつけた線の長さは等しくなります。ここで，ア～ウの角の 

大きさを考えると， 

ア＋イ＝１８０－（６０＋４５）＝７５， 

イ＋ウ＝４５， 

ア＋ウ＝６０， 

が成り立つので，消去算を解いて， 

ア＝４５，イ＝３０，ウ＝１５です。 

 

 図②において，Ａを頂点とする正三角形と二等辺三角形ＰＢＣは面積が等しいので，図③の三角形ＰＡＢ

とＰＡＣの面積の和は２２.５㎝２になります。三角形ＰＡＢの面積は（○×○×
１

２
）㎝２，三角形ＰＡＣの

面積は（○×○×
１

４
）㎝２なので，○×○×（

１

２
＋

１

４
）＝○×○×

３

４
＝２２.５より， 

○×○＝２２.５÷
３

４
＝３０です。 

 よって，円の面積は○×○×３.１４＝３０×３.１４＝９４.２（㎝２）です。 

 

   図②                   図③ 
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